
《朝鮮観・日本観》探求

軌跡と展望一一

研究班主任 谷 憲 正

1997年4月より1999年3月まで二ヶ年に亙って行われた人文科学関係の第二部門で

ある(略称)r朝鮮観 '8本観J研究班の活動等は以下のとおりである。
本研究涯を統括するテーマは，【近代日朝の文学的著述における《朝鮮観》と《日

本観)Jであった。その中で， r本研究班の研究課題に基づき，各個人の創意と方法に
よって，日朝相互の文学的著述を掘り超こし，両地域における《朝鮮観){臼本観》

の特徴に迫る。」ことを大きな自的として出発したのだった。

振り返って考えてみると，この研究の特徴は，テーマが非常に隈定されている点だ

と思われる。すなわち， r 8本j と f朝鮮(大韓民霞・朝鮮民主主義人民共和国)Jと
いうニ地域間の狭い範聞での相互の「見方jを開題とし，さらに時代的にはここ百年

前後の「近代JとL、う時間賠の中で，問題が追求されるからである。

f朝鮮」とr8本jの関わりには二つの大きな節目がある。その節回が「朝鮮観Jr日
本観」を決定付けていると思われる。その一つは， 1910 (明43)年の韓闇併合とその

前後の時期であり，もう一つは1945(昭20)年，民本の敗戦による植民地解放(光復)

とその前後の変化である。

班員が「朝鮮観Jr日本観jを追求していくと，上述の問題にぶつかることになる。
このような観点、において，構成メンバーのそれぞれが各自の立脚する分野での知見を

基に，朝鮮(韓国)から日本を，そして日本から朝鮮(韓圏)を見る課線を共有して，

討議して行くことを目指したのだった。

そのために，研究班を， {朝鮮観){日本観){朝鮮観・日本観》の 3グループに分

け，それぞれの視線を交差させて行きたし、と考えた。その中で双方記録された著述

(言説)を基に，く文化〉く人間関係〉く思惟様式〉く生活様式〉などの簡所に着目し，

研究を進めた。
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研究班スタップとその研究題目は以下のとおりであった(なお，嘱託研究員，研究

協力者等の位置付け，及び職階等，さらに題自に関しては第一年目のものである)。

【輯鮮観】グノレ…プ(主として日本側の著述を基礎にして，日本からの朝鮮観を探る)

三谷憲正 兼担研究員・本学国文学科助教授

榔宗t誌における朝鮮観

青山忠正 嘱託研究員・本学総合研究所助教授

「征韓」論と朝鮮鏡

白山令史 嘱託研究員・本学仏教学科教援

西部哲学の f-Jについて

船木満洲夫 嘱託研究員・本学英文学科教授

近代日本文学における朝鮮観

[日本観】クソレープ(主として韓国側の著述を基礎にして，韓国・朝鮮からの日本観

を探る)

金 成俸 嘱託研究員・韓居済州大助教授

韓冨新小説に描かれた日本人像

間 星姫 嘱託研究員・本学非常勤講師

朝鮮人の日本認識

許 聖一 購託研究員・本学非常勤講師

量投古溶の臼本観・西洋観

朴 貴他 研究協力者・大阪大学大学能生

植E宅地体制下における韓国女流詩人の毘本観

申 昌浩 研究協力者・層際日本文化研究センター総合大学院大学院生

日本帝国主義の植民地時代から解放後まで生きた人々の日本観

〔日本観・朝鮮観〕ク'ループ(日韓の著述を基礎にして，日本観・朝鮮観を探る)

申 礼淑 嬉託研究員・本学非常勤講師

在日韓盟・朝鮮人作家における日本観・朝鮮観

致問伸洋 研究協力者・本学非常勤講師

民俗学的著述における日本観・朝鮮観

トレイシー・ガノン 研究協力者・立命館大学大学院生

在日韓国・朝鮮作家における B本観・朝鮮観

第一回目の研究会は今年5月10臼(土)に行われ，二本の研究発表があった。
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近代日本における《朝鮮観》一一簿文館『太陽』を視座とし

て

-許 聖一 -…・ 骨量古j警の日本観・西洋観

前者の発表の趣旨は，博文館の『太陽Jを基本文献とし，そこから明治28年(創

刊)~明治的年までの朝鮮関係記事を抜き出し，それを分析の対象として，明治後半

期のく朝鮮観〉を描き出すことにあった。その中で， I諸悪、の根元日本帝国主義jと

いうスローガンだけでは，日本の近代は読み解けないのではないか，とL、う問題を提

起した。
ユギルジ，，^

また後者許聖一氏の発表は，初期の日本留学生である食吉溶の『西遊見開Jを取

り上げ，その臼本観を関うものであった。なお，許聖一氏はこの『西遊見聞』の日本

語訳を手がけていて，その成果が期待された。

第二回目は， 7月26日(土)に行われる予定であったが，この日強い台風が近畿を

襲い，構内から退去の指示があり，結局， JI演廷となった。今となっては思い出のーコ

マではあるが，当日は張り紙による連絡やFAXを流すやらで大変だった。したがっ

て，第二回目は9月27臼(土)に持った。発表は以下のとおりである。

・田 星姫 一… 第一次修信使がみた明治日本一一金絹秀のB本認識を中心

• Eわ 礼淑 在日韓国人(朝鮮人)作家の臼本認識 登場人物の臼本社

会でのあり方をめぐって一一

白星姫氏の発表は，近代明治の日本を，当時の朝鮮の代表的な知識人であり，かっ

政治的な指導者の一人でもあった金締秀が第一次修信使として来Bした際の記録『臼

東記若手』を基にして，当時の臼本をどのように見ていたのか，を報告するものであっ

た。

また，申札淑氏の発表は，植民地時代から現代に至るまで，在日の韓冨・朝鮮人が

それぞれの作品の中において，どのような姿勢を取り，どのように自らの位置を考え

ていたのか，を明らかにしようとした発表であった。

このところまでの研究会に関しては始発駅を発車し，一駅ニ駅通過したばかりのよ

うだった。しかし一つひとつの発表で熱気を感じたのは，内容が濃く， I研究」に

価する「発表jだからだったように思われる。

なお，一歩後で本研究班に加わって戴いたのが，本学非常勤講師の政問伸洋氏
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どを対象として取り上げ，日本における韓国・朝鮮人がく民族〉を自分たちの拠り所

とした点に注尽したもので品うった。

また，後者，白山令史氏(本学文学部仏教学科)の発表は， I亜細亜は一つj とい

った観念にまで関わってくる，西国幾多部の I-J観をめぐり， I絶対矛盾的自己同

-J (岩波文庫 西田幾多郎論集IIIrr'自覚について』所収)という論文に至る道行き

を明らかにしようとしたものであった。すなわちというものの持つ多義性が抽

象イとされ，八紘一宇の大東亜共栄爵へと収数してし、く思想的プロセスを解明しようと

するものであり，これもまた大事な研究だった。

第支i:.@]自の研究会は98年2月23B (月)~ 2月25臼(水)の二泊三日で、行われた。

現地研修を兼ねて韓国ソウルにおいてである。会場はソウル市庁前のプラザホテルだ

った。以下その報告を点描する。

2/23 (月)

ソウル金滞空港に無事着陸し，現地旅行社のパスで会場のホテルに向かう。予約し

てあった会議室を借り，研究会を開く。

発表題目:船木満洲夫 …・ー 日本文学における朝鮮観
マサオカ ノプヒロ

致問 伸洋 一一一 韓関済州島の村祭り一一比較民俗的視点から一一

船木氏(本学文学部英文学科)の発表は，日本の古代(rr'古事記.JIrr'万葉集.JI)から

近代にいたるまでの通時的な視点から，日本文学に登場する《朝鮮像》を検証すると

いう大局的なも見点からの発表であった。その中で特に中野重治の詩に着百しそこに

歌われている朝鮮人像にスポットを当てたものであった。

また引き続き，政同氏(本学非常勤講師)は，比較民俗学的視点から，従来日本本

土と韓半島との共通性が強調されるきらいがあったが，むしろ沖縄などとの関連を済

州島の村祭りに見ょうとL、う試みであった。後半はスライドを捜い，理解を深めるも

のであった。

その後，会場を仁寺潟に移し，懇親会を行う。「懇親会Jとはいえ実質的には，研

究会で積み残した質関・疑問を討論し合う時間となるのがこうした研究会の常であ

る。有益なひと時だった。

2/24 (火)

9時，ホテルロピーに集合。そのまま，タクシーでソウル郊外の果)11にある「関史

編纂委員会」へ向かう。道がすいていて，五十分ほどで到着。先ず受付を通し李元

淳委員長に挨拶する。気さくな方で広い委員長室にわれわれ一行を招じ入れ，この委
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員会はナショナリズムの歴史観とは加の次元で運営されている，といった説明を詳し

くされた。その後建物内部を見学し，閲覧室で資料を見せてもらう。昼食はこの委員

会の職員用の食堂で食べる。韓闘のお昼の風景がそこにあった。

午後はそこから「安重根義士記念館Jへ赴く。伊藤博文を射殺した，く韓国におけ

る救国の義士〉のイメージが日本での受け取り方とかなり違う点が改めて感じられ

た。

2/25 (水)

帰菌の臼。金大中大統領就任式にぶつかり， リムジンパスは不定期となり，結局地

下鉄で金浦空港へ行く。その後無事関空に着く。

さてこの「朝鮮観・臼本観」研究班もいよいよ，二年目に入ることになった。第六

回目は98年5月30日(土)，いつもの総研分室(9号館3階)で行われた。
ハラダ タマキ

発表題白:原因 環 …・一 朝鮮のナショナリズムと日本観一一最近のアンケ

トをもとにして一一

原田環氏は広島女子大学の国際文化学部国際文化学科に勤務され，朝鮮近現代史・東

アジア国際関係論がご専門である。今罰の発表は， 1991年の 5 月 ~8 月にかけて日韓

双方の都市で行った「日韓棺互理解アンケート」の集計結果をもとにして行われた。

中でも特に興味深かったのは， I関19韓国(日本)の正式名称Jと「間20韓国(日

本)の政治体制jを答えるものであった。韓国から見た日本の正式名称で一番多かっ

たのは「大日本帝国J(中学一年生では59.37%)であり，また向様に韓国人の考えて

いる尽本の政治体制は「国王専制J(高校一年生では41.72%)だった。様々な事ども

を教えられた，刺激的な発表であった。なお，お世話係の本間さんが一年間の短期留

として，韓国に行かれたので，二年目からは同じく本学大学院文学研究科の大野

啓さんに替わってお願いすることになった。

第七僅の研究会は， 7月11日(土)に関かれた(場所は向前)。

発表題目:主餐選歪 日本近代の《朝鮮観》一「臼鮮同祖論」を視座と

して一一

島村恭則一…・韓国の現代民話一日韓の比較の抵点から一一

前者の発表は， I日鮮問祖論jは外の包装紙だけが忌避され，中身(根拠)の方は

そのまま使われているのではないか，とし、う開題を提起したものであった。「言語論」

に関しては，現在もなお，朝鮮語からお本語への影響関係はあると考えられている
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し，古代朝鮮人の一団体が日本の皇室を形成したとL、う考えも厳然とある。基本的に

「日鮮問視論Jで使われている「根拠jは変わっていない。つまり形を変えた「日鮮

問議論」は現代でも流通している，とL、う内容の発表であった。

後者，島村恭則氏(留立歴史民俗博物館民俗研究部)の発表は，韓国の現代社会で

られている種々の口承の物語を「現代畏話」と定義付け，それを5種に分類し，分

析と考察を加えたものであった。日本の場合と対比させると，韓国社会における「社

会風刺Jを織込んだ「笑話Jは，顕著な特徴としてあげられる。研究班の知識の枠を

広げてくれた発表だった。

第八回は， 9月19臼(土)に同様の場所で開催された。

発表題目:許 聖一 …… 朝鮮報蒋使についての考察一一初めての朝鮮派米使

節団の一考察

当時の朝鮮は，清国との朝貢関係とL、う制約の中で「朝米修好条約」を締結し，ま

もなく，関泳場を団長とする11名の報蒋使(外交使節)を米国に派遣する。今回の発

表は，これまであまり注目されていなかったこの一行の足跡を後づけ，この使節司が

持っていた意味を検討するものであった。とりわけ，当時米国で撮影された写真と

fNEWS PAPERJ (SEPTEMBER 29，1883付)掲載の拝謁している絵が関心を呼ん

だ。ここに写っている人物の服装や髪型，あるいは人員構成などが問題となり，興味

の引かれる発表であった。

第九回は， 11月7B (土)，総研分室にて。

発表題目:図 星姫・…ー fli断髪令Jについてj

が報告された。ここでは，李氏朝鮮末期の， f断髪」令にいたる経緯や「断髪Jの実

施と人々の反発について考察が，研究史の流れを踏まえた上で，提示された。

キムウンスク

第一O由自は， f公開研究会」であった。角田房子氏の講演と，引き続き金恩淑氏

(韓国教員大学教授)との対談が12月19日(土)に傍教大学四条センターで行われた。

この公開研究会の編成としては，第一部で，近代史を見つめるノンフィクション作

家である角間房子氏に前半で講演をして戴いた。当方の趣冨の一つは， Ii関妃暗殺』

や『わが祖冨』等で、示された氏の隣国への深い眼差と温かし、胸中をこの機会に開くこ

とができれば，というものであった。そして二つ厨には，日本と韓冨(朝鮮)は両者

ともある種の親近感を持ちながらも，しかしなぜうまく付き合って行けないのか。
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どこにその開題があるのか。また，来るべきニ十一世紀にはどうあるべきなのか。そ

のような問いに対して，氏のこれまでの仕事と今回の話が解決の糸口となれば，とい

うものであった。この目論見に対して角田氏のお話は，当初予想していた以上の成果

を収めることができたように思われる。

その後十五分程の休憩をはさみ，第ニ部として，角田氏と金恩淑氏のお二人に一時

間程度の対談をしていただいた。金息調氏は，角田氏が『麗妃暗殺』等を執筆する際

に資料収集や取材に関して大きな役割を担った日本古代史専攻(文博)の研究者であ

る。ここでは，角田氏が第一部で、話された内容に，金思淑氏の方から，質問を二，三

するような切り口をもって，そのお話を耕しより深めていただけたので、はなし、かと思

われる。角田氏の資料収集の手伝いや，また韓盟の取材にも同行されていた金思淑氏

の視点から質問をしてもらうことによって，より核心に触れる話を筒くことができ

た。

続いて，第一一間の研究会は年明けの 1月23日(土)，同じく総研分室において，

開かれた。
アオヤマ タグマサ

発表題自:青山忠正 -…ー 「征韓j 言語と認識

岡山 令史 …… 西田幾多郎の「ーJ-r皇冨j との接点を求めて

青山氏の発表は「征韓」という語をめぐり，用語は同じでも意味が変容しているの

ではないか，とし、う問題提起を行い， r征韓Jの19世紀における意味内容を探ったも

のであった。

また，沼山氏の発表は西国の初期作品「善の研究jを取り上げ，その基礎概念であ

る f純粋経験Jr統一jを批判的に検討し「皇居Jと商田哲学との接点を追求した発
表であった。

本研究会最後の締めくくりとして， 1999 (平ll) 年 2 月 21 日 ~23 尽にかけて，韓国

済州市に於いて研究発表会並びに実地研修を行った。研究会の場所は「済州ロベロホ

テル」だった。

発表題目:申 礼淑……李校成にとってく畠籍〉とは何か
マサオカ ノプヒロ

政問 伸洋 一一一 比較民俗学の研究視角一ーその問題点と今後の課題

前者申礼淑氏の発表は，サノ、リンに生れ，日本で育ち，長らく朝鮮籍を有しつつも，

近年韓冨籍を取得した李俊成とし、う作家において，く組関〉ゃく国籍〉の意味を問う

ものであった。また，政問氏の発表は，これまでの「比較民俗学Jのあり方に疑賠を
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提示し，今後の方向性を打ち出そうとする発表であった。

ところで，この済州島での研究会に際しては，政同氏の済州大学校で、の教え子たち

も参加し，にぎやかな集まりになった。また，翌日の研修は，時間の都合で酉半分ほ

どしか回ることができなかったが，その日の珍しいほどの冬の晴天のように，パスの

中でもまた見学場所でも，終始和やかな雰閤気に包まれていた。このような済州島で

の研修が各自の胸奥に秘められた成果としてもたらされた(特に「四・三事件」等に

関して)だけでなく，また一方で、は楽しい思い出にもなったのは，研究班班員の，金

成俸済州大学校教授のご尽力の賜物であった。

付記

この二年間，研究会の開催・運営に関しでも，さまざまな預から主任の私を支えてくれた班

員の方々，本当にご協力に感謝申し上げます。皆様の今後益々のご活躍を祈念しまして，結び

の言葉とさせていただきます。


